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13
日　

 

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　
 14

日　
 

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
外
務
省
外

交
講
座
で
同
省
総
合
外
交
政
策
局

国
連
企
画
調
整
課
の
久
野
和
博
課

長
が
講
演

　

 21
日　

 

キ
ャ
リ
ア
開
発
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
第
1
回
ト
ッ
プ
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ

ナ
ー
」
で
、
前
ソ
ニ
ー
C
E
O
で

ク
オ
ン
タ
ム
リ
ー
プ
代
表
取
締
役

フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
兼
C
E
O
の
出
井

伸
之
氏
が
特
別
講
演 

12
日　

 

山
陽
新
聞
社
と
教
育
に
新
聞
を
生

か
す
N
I
E
活
動
の
推
進
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
包
括
的
連
携
協
力
に

関
す
る
協
定
を
締
結

■
異
分
野
融
合
先
端
研
究
コ
ア
の
守
屋
央
朗
准
教

授
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
、
酵
母
細
胞
の
増
殖
・
分
裂

を
制
御
す
る
遺
伝
子
の
﹁
頑
健
性
﹂
を
測
定
す
る

こ
と
に
成
功
。
得
ら
れ
た
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
細

胞
モ
デ
ル
で
精
密
に
再
現
し
た
。
が
ん
治
療
な
ど
へ

の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
。
国
際
科
学
誌M

olecular 
System

s Biology

︵
電
子
版
︶
に
掲
載
。︵
12
月
・

臨
時
記
者
発
表
︶

　

 ■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
阿
保
達
彦
准
教
授
が

参
加
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
は
細
胞
内
で
合
成
が
完
成

し
た
タ
ン
パ
ク
質
と
区
別
し
て
合
成
途
上
鎖
を
検
出

す
る
方
法
を
世
界
で
初
め
て
開
発
。
合
成
途
上
鎖
の

全
体
像
を
“
ナ
ッ
セ
ン
ト
ー
ム
”
と
呼
ぶ
こ
と
を

提
案
し
た
。
米
国
の
科
学
雑
誌PLoS O

N
E

に
オ
ン

ラ
イ
ン
掲
載
。︵
12
月
・
臨
時
記
者
発
表
︶

　

 ■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
山
本
和
秀
教
授

と
大
学
病
院
消
化
器
内
科
の
三
宅
康
広
助
教
ら
の

グ
ル
ー
プ
は
、
慢
性
炎
症
性
疾
患
患
者
の
血
清
中
か

ら
リ
ン
パ
球
表
面
に
発
現
す
るProgram

m
ed cell 

death-1

と
い
う
補
助
刺
激
分
子
に
対
す
る
自
己
抗

体
を
発
見
。
新
た
な
検
査
方
法
や
治
療
薬
の
開
発
に

応
用
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
。︵
12
月
・
定
例
記
者

発
表
︶

　

 ■
大
学
院
環
境
学
研
究
科
の
木
村
幸
敬
教
授
ら

は
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
添
加
し
た
亜
臨
界
水

︵
３
５
０
℃
︶
に
よ
っ
て
、
１
２
０
秒
の
反
応
時
間

で
グ
リ
セ
リ
ン
か
ら
90
％
以
上
の
転
換
率
で
乳
酸
を

連
続
的
に
生
産
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
反
応

で
は
ア
ル
カ
リ
濃
度
が
高
い
ほ
ど
高
収
率
が
得
ら
れ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。︵
12
月
・
定
例
記
者
発
表
︶

　

 ■
大
学
院
環
境
学
研
究
科
の
藤
澤
和
謙
講
師
は
近

年
、
多
発
す
る
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
、
地
す
べ

り
な
ど
に
起
因
す
る
天
然
ダ
ム
や
堤
防
か
ら
の
越

流
・
越
水
に
よ
る
破
堤
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
。

限
界
流
の
発
生
す
る
堤
体
の
頂
上
付
近
で
侵
食
を
発

生
さ
せ
な
い
こ
と
が
、
堤
防
な
ど
の
決
壊
を
防
ぐ
こ

と
に
つ
な
が
る
と
提
言
。︵
12
月
・
定
例
記
者
発
表
︶

　

 18
日　

 

留
学
生
と
日
本
人
学
生
が

英
語
で
紹
介
し
合
う
交
流
会

「International N
ight 2012: 

The U
niversal Language of 

M
usic and D

ance

」
を
国
際
交

流
会
館
で
開
催

　

 19
日　

 

研
究
成
果
が
米
国
・
学
術
雑
誌
サ

イ
エ
ン
ス
の
「Breakthrough of 

the Year 2011

︵
２
０
１
１
年
の

画
期
的
成
果
︶」
の
一
つ
に
選
ば
れ

た
自
然
科
学
研
究
科
の
沈
建
仁
教

授
に
よ
る
特
別
講
演
会
を
開
催

　

 25
日　

 

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル

ア
ジ
ー
ズ
・
ト
ル
キ
ス
タ
ー
ニ
駐

日
大
使
に
よ
る
特
別
講
演
会
「
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
日
本
」
を
開
催

１
日　

 

岡
山
大
学
若
手
研
究
者
キ
ャ
リ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
所

　
　
　

 

学
位
取
得
者
（
ポ
ス
ト
ド
ク

タ
ー
）
や
博
士
後
期
課
程
学
生

の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
支
援
の
拠
点
と

な
る
「
岡
山
大
学
若
手
研
究
者

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー(Career 

Sup
p

ort C
en

ter for Youn
g 

Researchers)

」
が
開
所
。
同
セ
ン

タ
ー
は
、
大
学
院
の
各
研
究
科
と

連
携
し
、
企
業
へ
の
就
職
を
目
指

す
若
手
研
究
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
総
合
的
・
実
践
的
に
支
援
。
長

期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
柱
に
、

講
義
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て

企
業
で
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な

知
的
財
産
管
理
、
経
営
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
知
識
、
能

力
を
身
に
付
け
る
ほ
か
、コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
の
個
別
面
談
で
、
意

識
改
革
を
図
る
。
旧
工
学
部
��
号

館
�
階
を
改
修
し
、
事
務
室
と
面

談
室
兼
講
義
室
を
整
備
。
文
部
科

学
省
の
「
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
・
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」
に

採
択
さ
れ
て
お
り
、
２
０
１
５
年

度
ま
で
５
年
間
の
支
援
を
受
け
る
。

　

 15
日　

 

自
然
科
学
研
究
科
の
沈
建
仁
教
授

の
功
績
を
称
え
、
学
長
が
表
彰
状

と
副
賞
を
授
与

　

 16
日　

 

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

 21
日　

 「
お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言
企

業
」
岡
山
県
知
事
賞
を
受
賞

　

 25
・
26 

日　

平
成
24
年
度
個
別
学
力
検
査

等
前
期
日
程
を
実
施

　

 25
・
26 

日　

最
先
端
の
宇
宙
開
発
技
術
に

触
れ
る「
ス
ペ
ー
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
・

ワ
ー
ル
ドin

と
っ
と
り
︵SSW

︶」

を
鳥
取
県
内
で
開
催

　
　
　

 

地
球
物
質
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

「
ス
ペ
ー
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ワ
ー

ル
ドin

と
っ
と
り
（SSW

）」（
鳥

取
県
、
同
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

と
共
催
）
を
同
県
倉
吉
市
の
県
立

倉
吉
未
来
中
心
で
開
催
し
た
。
同

県
三
朝
町
に
あ
る
同
セ
ン
タ
ー
で
、

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
が

持
ち
帰
っ
た
小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
微

粒
子
の
初
期
分
析
を
行
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
企
画
。同
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
電
子
顕
微
鏡
で
の
世
界
初

公
開
の
ラ
イ
ブ
観
察
や
、
宇
宙
開

発
・
研
究
に
携
わ
る
研
究
者
の
講

演
、
宇
宙
開
発
の
展
示
、
体
験
な

ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
２

日
間
で
約
１
万
５
千
人
が
訪
れ
た
。

　

 29
日　

 「
岡
山
大
学
若
手
研
究
者
キ
ャ
リ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

２
日　

 

岡
山
大
学
・
フ
エ
大
学
院
特
別
コ
ー

ス
の
成
果
発
表
・
修
了
報
告
会
を

学
内
で
開
催

　

 ３
日　

 

岡
山
大
学
、中
国
・
吉
林
大
学
、韓
国
・

成
均
館
大
学
校
が
連
携
し
て
世
界
を

舞
台
に
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
を
目

指
す
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
ジ
ア
」
事
業

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
岡
山
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催

　

 ７
日　

 

前
期
日
程
の
合
格
者
を
発
表

　

 ８
日　

 

優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
若
手
研
究

者
を
顕
彰
す
る
「
若
手
ト
ッ
プ
リ

サ
ー
チ
ャ
ー
学
長
表
彰
式
」
を
実
施

　

 ■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
金
山
直
樹
准
教
授

︵
細
胞
機
能
設
計
学
︶、
大
森
斉
教
授
︵
同
︶
ら
の
グ

ル
ー
プ
は
抗
体
の
親
和
性
成
熟
の
過
程
で
起
こ
る
体

細
胞
高
頻
度
突
然
変
異
に
、
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
因
子

SRSF1

の
ア
イ
ソ
フ
ォ
ー
ム
3
︵SRSF1-3

︶
が
必

須
で
あ
る
こ
と
を
世
界
で
初
め
て
発
見
。
米
国
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
紀
要
︵PN

AS
︶
電
子
版
に
発
表
し
た
。

︵
1
月
・
臨
時
記
者
発
表
︶　

　

 ■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
鄭
国
慶
教
授
、
川
崎

慎
司
講
師
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
鉄
系
高
温
超

電
導
体
の
超
電
導
実
現
条
件
を
明
ら
か
に
し
た
。
グ

ル
ー
プ
は
高
品
質
の
試
料
で
詳
細
な
実
験
を
行
い
、

鉄
の
電
子
が
帯
び
る
磁
気
が
、
高
い
超
電
導
転
移

に
有
利
に
働
く
こ
と
を
証
明
。
米
国
物
理
学
会
速
報

誌Physical Review
 Letters

誌
に
掲
載
。︵
１
月
・

臨
時
記
者
発
表
︶

　

 ■
探
査
機
﹁
は
や
ぶ
さ
﹂
が
小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
か
ら

持
ち
帰
っ
た
試
料
の
初
期
分
析
を
行
う
地
球
物
質

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
中
村
栄
三
教
授
ら
は
、
粒

子
表
面
に
太
陽
風
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
宇

宙
風
化
の
痕
跡
に
加
え
、
数
10 

ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
の

微
粒
子
が
極
め
て
高
速
で
ぶ
つ
か
っ
た
結
果
形
成
さ

れ
た
ド
ー
ナ
ッ
ツ
の
よ
う
な
リ
ン
グ
を
持
つ
ク
レ
ー

タ
ー
や
、
衝
突
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
融
解
し
た

飛
沫
が
飛
び
散
り
付
着
し
た
様
子
、
さ
ら
に
は
1 

マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度

の
破
砕
さ
れ
た
極
微
細
粒

子
が
付
着
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
確
認
。
論
文
を
米

国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
紀
要

︵PN
AS

︶
電
子
版
に
発
表
。

︵
2
月
・
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
て
発
表
︶

　

 ■
資
源
植
物
科
学
研
究
所
の
馬
建
鋒
教
授
ら
は
、
大

麦
の
酸
性
土
壌
環
境
適
応
力
を
解
明
し
た
。
馬
教

授
ら
が
同
定
し
て
い
た
鉄
を
輸
送
す
る
た
め
の
遺
伝

子H
vAACT1

の
上
流
に
み
ら
れ
る1230

塩
基
対

︵1kb

︶
の
挿
入
が
、H

vAACT1

の
発
現
量
を
高
め
、

発
現
部
位
も
根
の
中
心
柱
か
ら
根
端
へ
と
変
化
さ
て

い
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
英
国
科
学
誌N

ature 
Com

m
unications

に
掲
載
。︵
3
月
・
臨
時
記
者

発
表
︶




